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● 加西市ホームページ　http : //www . city . kasai . hyogo . jp

● 加西市の市外局番は 0790 です。誌面では省略しています。

市外に住まれている加西市出身の方、加西市にゆかりのある方、加西を訪れ加西
ファンになった方、ふるさと納税（ご寄付）をお願いします。
ご寄付の仕方や特典などについてご説明申し上げます。
お問い合わせ下さい。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先  財政課☎ 0790 42 8710

ふるさと納税は加西市に

コスモス（田原町）

「加西市史」刊行完了記念シンポジウム
■「加西市史」最新巻
　「第七巻史料編 1（考古）」販売中
　加西の考古学研究の歴史や、時代ごとの遺
跡の概観をはじめ、市内で確認されている
700 件を超える遺跡の中から、時代や性格を
もとに厳選した遺跡（164 件）を、写真や図
を交え詳細な解説を加え紹介しています。
販売価格／ 4,500 円  ※郵送可（送料 450 円）
販売場所／市史編集室（市団体事務所）、教
育委員会事務局、地域交流センター、市内公
民館、西村書店・毛利書店

【問合先】　市史編集室☎430161

【問合先】　自己実現サポート課☎428775　℻431803　koryu@city.kasai.lg.jp

「戦争遺産をまちづくりにどう活かすか」   歴史遺産活用シンポジウム

■記念シンポジウム「加西の昔を現代に活かし、未来につなげる」
　いよいよ最終巻（平成 23 年 3月完成予定）を発刊し刊行完了する「加
西市史」に先立ち、歴史遺産と史料の活用や今後の郷土史研究における
行政の役割について考えるシンポジウムを開催します。

市史に掲載の奈良時代の土器（鴨谷遺跡）

日時／ 11 月 21 日（日）13:00 ～ 16:30（開場 12:30）
場所／アスティアかさい 3階多目的ホール
定員／ 90 名（当日先着順）、参加費 500 円

第一部　基調講演　「歴史遺産の活用と観光まちづくり」
講師　　　　　　　  福本賢太さん（神戸夙川学院大学観光文化学部准教授）
第二部　パネルディスカッション
　　　　「加西の昔を現代に活かし、未来につなげる提言」
コーディネーター　  山﨑　整さん（神戸新聞社姫路支社長）
パネリスト　　　　  福永文夫さん（加西市史編さん委員会委員長）
　　　　　　　　　  尾瀬耕司さん（兵庫ヘリテージマネージャー）
　　　　　　　　　  松下正和さん（神戸大学大学院人文学研究科特命講師）
　　　　　　　　　  福本賢太さん（神戸夙川学院大学准教授）
　　　　　　　　　  吉田賢三さん（加西市観光まちづくり協会職員）

日時／ 12 月 5日（日）　13:30 ～ 16:30
場所／健康福祉会館大ホール
定員／ 400 名（事前申込不要）、参加費無料

基調講演　　　　　「鶉野飛行場の歴史的意義・価値」
　　　　　　　　　  高岡裕之さん（関西学院大学文学部教授）　　
パネリスト報告　　「鶉野飛行場に残された施設」
　　　　　　　　　  上谷昭夫さん（鶉野平和祈念の碑苑保存会）
　　　　　　　　　「共同研究の成果－戦争遺跡の活用－」
　　　　　　　　　  佐々木和子さん（神戸大学地域連携推進室研究員）
コーディネーター　  奥村　弘さん（神戸大学人文学研究科教授）

　市は、連携協定を結ぶ神戸大学と共同研究で鶉野飛行場に関する歴史遺産の調査を進
めています。この度、これらの戦争遺産の活用方法を考えるシンポジウムを開催します。

鶉野飛行場跡
姫路海軍航空隊鶉
野飛行場は、優秀
なパイロットを養
成するため、昭和
18年に完成した旧
日本海軍の飛行場
跡です。
今は、防衛省が管
理し、一部は神戸
大学農学部の敷地
として利用されて
います。


